






























Project in order to decrease the damage with disaster
Abstract
Among large earthquake disaster of former times the large wounded person was many.  But, 
the Great East Japan Earthquake, in long-term life line extinction and long-term evacuation life, 
the person who becomes the sickness was many.  It is necessary to make medical care and the 
healthy problem which utilize this experience clear.
We should strengthen self-help and mutual power daily to resolve health problems.  Community 
disaster prevention activities is important to intergenerational exchanges on a daily basis. 
University is the role to involve students in the community.  Students connect the different 
generations.  Disaster prevention education in the techniques and knowledge of disaster 
prevention for university students and residents;  In addition, students can enhance the humanity 














































大学や学生の介入方法や意見交換などを率直に行った。12 月 13 日に仙台八木山防災連絡












































































































12月12日 八木山中学校にて 12 月 13 日の「八木山地域防災シンポジウム」に向けて八
木山中学校生徒と打ち合わせと練習　 ５名
































































　活動に参画した中学生 34 名，大学生 21 名にアンケート調査を行ったところ，中学生へ
の「大人たちと会話をしたか」の質問には 88％が「はい」，大学生への「中学生と会話を
傷病者搬送法訓練指導 町内会での水消火器訓練
Tohtech FORUM での普通救命講習会 小学校での防災訓練
したか」の質問には 76％が「はい」と回答していた。しかし，｢ 今回のイベントを通じて









中学 1 年生への「ぼうさいダック」指導 中学生との練習と打ち合わせ
仙台市 PTA フェスティバル「ぼうさいダンス」 国連防災世界会議での「ぼうさいダンス」
３）本学学生対象の防災研修会の開催
⑴　第二回地域防災サポートチーム研修会









生は 50 名（１年：14 名，２年：14 名，３年 22 名）であった。「地域活動へ参加したこと
があるか」の質問に「大学入学以前」に「参加したことがある」と回答したのは 40％，
「大学入学後」に「参加したことがある」と回答したのは 34％であった。参加しない理由
として「活動の情報がない」，「参加する時間がない」，「参加するのは面倒である」等の回
答があった。
　「地域活動に興味があるか」には，「興味がある」48％，「どちらともいえない」44％，
「興味がない」８％であり，「地域活動に積極的に参加したいか」は，「そう思う」46％，
「どちらともいえない」44％，「そう思わない」10％であり，「地域活動に興味がない，参
加したいと思わない」学生がそれぞれ１割程度はいることがわかった。
　「地域活動への参加に抵抗があるか」の質問に「抵抗がある」14％，「どちらともいえな
い」45％，「抵抗はない」41％，「抵抗がある」と回答した学生は少なかった。「知人がい
ないと参加しづらいか」の質問には，「そう思う」48％，「どちらともいえない」30％，「そ
う思わない」22％であり，「誰かの誘いがないと参加しづらいか」には「そう思う」50％，
「どちらともいえない」30％，「そう思わない」20％であった。
　この調査からは，地域活動に興味がない・参加したいと思わない学生も１割程度いるこ
と，地域活動の参加には「知人の参加」や「誰かの誘い」を求めている学生も５割程度い
ることがわかったため，今後の学生の地域活動参画の際には考慮すべきと考える。
３．まとめと今後の課題
　昨年度までの調査により防災減災に対する取り組みは知識やモノの備えだけでなく，日
頃からの人と人との繋がりが大切であるとあげられた。実際に八木山地域では，震災時に
配布資料の一部
研修会参加募集ポスター 地域防災サポートチーム研修会
多くの若者が積極的に活躍し，地域住民もその力を評価し，各世代が役割を果たすことや
自助力・共助力を身につける必要性を感じている。また小中学校・高等学校・大学までが
立地する八木山地域では，地域や組織，異世代を繋ごうとする活動が多くあり，大学には
その役割を果たすことが求められている。
　今年度は述べ 300 名程度の学生や教職員が地域の防災や防犯，地域の交流活動に参画し
た。今後も学生参画の継続的な地域交流活動や防災減災教育プログラムの展開に繋げてい
きたいと考える。
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